障害者差別解消法に係る令和７年度相談実績資料３


１　相談件数
	障害者差別に関する件数
	2件

	（内訳）　・不当な差別的取扱い
	１件

	・合理的配慮の不提供
	１件

	その他（差別案件でない障害者等からの相談件数）
	2３件

	合計
	２５件









	
	事例１
	事例２

	相談者の
申出内容区分
	不当な差別的取扱い
	合理的配慮の不提供

	相談方法
	メール
	面談

	相談者
	本人
	本人

	業種
	レジャー・娯楽施設
	スーパー・デパート・小売店

	障害
種別
	聴覚障害
	視覚障害

	相談内容
	水族館にて、相談者及び相談者の子が動物の触れ合い体験に参加しようとしたら、聴覚障害を理由に参加を断られた。障害があっても参加できるようにしてほしい。
	視覚障害があり自筆が難しいため、家電購入時に店舗スタッフへクレジットカード申込書の代筆を依頼した。しかし、カード会社から「家族や介助者による代筆は認めるが、店舗スタッフによる代筆は不可」と説明された。家族等の同行が難しい状況であるため、合理的配慮として、店舗スタッフによる代筆を認めてほしい。

	対応内容
	市から水族館に確認したところ、「聴覚障害者が動物との触れ合い体験に参加するとなると、動物が異常行動を起こした際に安全を確保できない」との回答があった。
そのため、安全上の問題の有無については、個別に判断する必要があることを水族館に説明。また、相談者の意向も踏まえ、聴覚障害者に危険を伝えることの代替案として、音声ではなく服を引っ張るなどを、市から提案した結果、「すべての触れ合い体験に参加可能」と水族館から回答があった。
対応結果を相談者に伝えたところ、相談者から理解を得られた。
	相談者の申出内容を市からカード会社へ伝えたところ、「家族や介助者の付き添いが難しい場合には、事前に連絡をもらえれば日程を調整し、カード会社の社員が店舗に出向いて代筆対応を行う」との回答を得た。
対応結果を相談者へ伝えたところ、理解を得ることができた。


２　相談事例
